
令和７年６月２０日 
各中・義務教育学校長 様 

京都府中学校体育連盟 
  会 長  杉本 清彦 

 
第７８回 京都府中学校総合体育大会実施要項 剣道の部 

 
1 主  催   京都府中学校体育連盟  

京都府教育委員会  
京都市教育委員会   
（公財）京都府スポーツ協会 

 
2 主  管   山城地方中学校体育連盟 
 
3 後  援   京都新聞 
          
4 日  時   令和７年７月２８日（月）      開場・受付開始  ８：００ 
             予備日（７月２９日）     竹刀検量     ８：０５～８：５５ 

      審判・監督会議  ８：４０ 
                            開会式      ９：００ 

    競技開始     ９：１５ 
                  男女団体     ９：１５ 
                  男女個人    １３：３０ 
                  （試合進行により、個人戦の開始時間が 

変更になる場合がある） 
 
5 会  場   京都市武道センター 

京都市左京区聖護院円頓美町46-2 TEL：075-751-1255 
交通：京都市バス「熊野神社前」下車、東へ徒歩１分 

※公共交通機関を利用すること。（駐車場は審判・役員のみの使用とする） 
予備日会場：京都市立岡崎中学校 
      京都市左京区岡崎東天王町１ TEL：075－771-4191 
交通：京都市バス「岡崎神社前」下車、東へ徒歩１分 
※公共交通機関を利用すること。 

【会場付近図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
6 参加資格   （１）京都府中学校体育連盟に加入し、各ブロック大会において出場権を得たチーム。（及び 

個人） 
（注）年齢は、平成２２年４月２日以降に生まれた者に限る。これ以外の生徒が参加を希望す 
  る場合は、６月２０日までに京都府中学校体育連盟に大会参加届を提出する。 

（その後、府中体連より日本中体連へ報告） 
（２） 参加資格の特例 

ア 学校教育法134条の各種学校について、「別記１」のとおり大会参加を認める。 
（別紙「別記１」参照） 

 

京都市武道センター 
岡崎中学校 



イ 在籍校に希望する部活動がない場合に救済措置として「京都府中学校総合体育大会

における拠点校部活動参加規定」により、拠点校部活動の大会参加を認める。 

「別記３・京都府中学校総合体育大会における拠点校部活動参加規定」参照 

（３）本連盟が取得する個人情報の利用・活用等を行うことについて同意している。 
 

7 外部指導者（コーチ等） 
        （１） 原則として外部指導者（コーチ等）は大会に参加できる。 
            ただし、専門部の規約や基本方針などの独自性を尊重する。 
            この場合の外部指導者（コーチ等）は、校長が認め、大会本部に届けのあった者に 
            限る。 
          ア 参加規定 
             当該校長が人格・指導面において適任者と認めた20歳以上の者であり、顧問教師の 
             指導計画に従い、日頃から継続して指導にあたっている者。 
             また、各専門部の「外部指導者（コーチ等）規定」に準じ、指導任務を行うことが 
             できる・ 
          イ 審判について 
             原則として顧問以外の外部指導者（コーチ等）の審判を認める。 
             ただし、専門部の規定に従い大会本部が認めた者に限る。 
 
8 引率者及び監督 （１）参加生徒の引率者・監督は出場校の校長・教員・部活動指導員とする。なお、部活動

指導員は、他校の引率者及び依頼監督にはなれない。その他、外部指導者（コーチ等）
については校長の認めた者とする。競技フロアへは選手・監督・競技役員・補助員生
徒のみ入れるものとする。 

 （２）引率者の特例 
            校長がやむを得ないと判断した場合に限り、「京都府中学校総合体育大会における

引率・監督細則」により、校長が引率者として承認した外部指導者の引率を認める。 

            「別記４・京都府中学校総合体育大会における引率・監督細則」参照 

（３）京都府中学校総合体育大会に出場するチーム・選手の引率者、監督、部活動指導員、
外部指導者、トレーナー等は、部活動指導中における暴力・体罰・セクハラ等により
任命権者または学校設置者から懲戒処分を受けていない者であることとする。 
「別記５・京都府中学校総合体育大会における監督などの条件」参照 

 

9  参加数   京都市 山 城 口丹波 中 丹 丹 後 地 域 計  

団体 ４ ２ １ １ ０ ０ ８ 

個人 １２ ８ ４ ４ ４ ４ 36 

 
10 競技規定  （１）全日本剣道連盟試合規則・審判規則並びに細則・日本中学校体育連盟剣道競技部申し合わせ 

事項に準ずる。但し、判定制度は用いない。また、「感染症予防ガイドライン」を適用する。 
(２）団体戦 

ア 第１次戦は、４チームずつのリーグ戦で行う。 
イ 第２次戦以降は、第１次戦の各上位２チームによってトーナメント戦で行う。 
ウ 競技時間は、３分間で３本勝負とする。勝負の決しないときは、予選リーグ、決勝トーナ 

メントともに引き分けとする。 
エ リーグ戦における順位決定は、次の要領で行う。 

①チームの得点（勝ちチーム１点、引き分け0.5 点、負けチーム０点とする。） 
②勝者数の合計 
③得本数の合計 
④代表者戦 

代表者戦は、３分１本勝負とし、時間内に決しないときは勝敗が決するまで行う。 
（ただし、延長戦の時間は２分刻み。） 

（３）個人戦 
ア トーナメント戦で行う。（ただし、ベスト４からはリ－グ戦を行い、順位を決定する） 
イ 競技時間は、３分間で３本勝負とする。勝敗の決しないときは、２分刻みの延長戦を行う。 
 
 
 



       （４）団体戦の代表者戦及び個人戦の延長戦は以下の通りとする。 
          試合時間３分⇒延長２分⇒延長２分⇒【小休止（深呼吸をする程度）】 
                ⇒延長２分⇒延長２分⇒【面を外して休息・給水】 
                ※上記を繰り返す 
          【小休止】⇒開始線で10秒程度の深呼吸 
          【休憩】⇒立ったまま納刀し、待機場所に戻って面を外し、所定の場所で水分補給を行う。 

時間は５分とする。監督は休息・給水時間に選手への指示は禁止とする。 
           〈審判員の所作〉 
          【小休止】審判員は試合者に「その場で深呼吸しましょう」と促す。 
          【休憩】左手に審判旗を持ち、右手を右斜め下方に伸ばし、手の平を下に向け「休憩」 

と宣告する。 
 
11 表  彰   団体の部、個人の部とも３位までとする。 

団体戦優勝校には、優勝旗、優勝盾、賞状を、準優勝校・３位校には賞状を授与する。 
個人戦優勝、準優勝・３位選手には賞状を授与する。 

 
12 申し込み （１）期   日  令和７年７月２３日（水）１６時必着。               

（２）申し込み先    舞鶴市立青葉中学校  大槻 武史 宛 （当日原本を提出すること） 
〒625-0052 京都府舞鶴市行永1810 
TEL  0773-62-4612    FAX  0773-63-9646 
Mail T-t.otsuki-1736@maizuru.ed.jp 

                （メールでの申し込みを原則とする） 
（３）登録人数   男女団体は１チーム７名までを登録する。 
 

13 近畿大会 ・本大会各団体の部１位、２位、個人の部各８位以上に近畿大会出場資格を与える。 
  全国大会 ・本大会各団体の部１位、個人の部２位以上に全国大会出場資格を与える。 
 
14 組み合わせ ※団体戦予選リーグＡ・Ｂブロック内の順番は要項作成時に毎年抽選を行い決定する。 
 

（団体） 
 Ａブロック（リーグ戦）【京都市１位・山城２位・口丹波１位・京都市４位】 

 
 
 （例）１－①…第１試合場１試合目 
    ３－⑤…第３試合場５試合目 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
Ｂブロック（リーグ戦）【山城１位・京都市２位・中丹１位・京都市３位】 
 

          決勝トーナメント 

 
 
  

A1位 B2位 A2位 B1位 
 

 
 

 
 
 

 

男子 口丹波１位 京都市４位 山城２位 京都市1位 
口丹波１位  １－① １－③ １－⑤ 
京都市４位   ２－⑤ ２－③ 
山城２位    ２－① 
京都市1位     

女子 京都市４位 口丹波１位 山城２位 京都市１位 
京都市４位  ３－① ３－③ ３－⑤ 
口丹波１位   ４－⑤ ４－③ 
山城２位    ４－① 
京都市1位     

男子 中丹１位 京都市３位 京都市２位 山城１位 

中丹１位  １－② １－④ １－⑥ 
京都市３位   ２－⑥ ２－④ 
京都市２位    ４－① 
山城１位     

女子 中丹１位 山城１位 京都市２位 京都市３位 

中丹１位  ３－② ３－④ ３－⑥ 
山城１位   ４－⑥ ４－④ 
京都市２位    ４－② 
京都市３位     



（個人） 
トーナメント 

京都市１位 
                 

口丹波１位 
               

丹後４位 
                   

山城 7 位 
                   

山城５位 
                   

中丹 3 位 
       

A
ゾ
ー
ン 

 

C
ゾ
ー
ン 

       

口丹波２位 
                   

京都市３位 
                 

地域４位 
                   

丹後 2 位 
             

山城４位 
                 

地域３位 
               

京都市７位 
                     

京都市８位 
               

京都市 12 位 
                   

京都市９位 
                 

中丹１位         

   

        山城２位 
             

中丹２位 
       

   

       
京都市 2 位 

               

山城８位 
                     

中丹 4 位 
               

地域２位 
         

B
ゾ
ー
ン 

 

D
ゾ
ー
ン 

         
京都市 11 位 

                 

京都市５位 
                   

山城３位 
             

口丹波 4 位 
                 

地域１位 
               

京都市４位 
                     

山城６位 
               

丹後 3 位 
                 

京都市 6 位 
                 

京都市 10 位 
                     

口丹波 3 位 
                 

山城１位                    丹後１位 
             

               

＊男女とも順位決定はＡ～Ｄによるリ－グ戦をおこなう。 

＊同一校生徒が同じゾーンに入った場合は、配慮のため上記の対戦相手をブロック内で変更する。 

 
15 その他  （１）競技・施設等の特性を踏まえ、必要に応じて、基本的な感染症対策を講じる。 
       （２）選手は試合中、面マスクまたはマウスガードを着用すること。 

（３）顧問・引率者が必ず受付をする。受付がなされない時は、失格とする。 
（４）団体戦出場校は、各校でオーダー表を作成し持参すること。当日団体戦のオーダー表を 

受付へ提出する。オーダー表は下のようにＢ４用紙を横にして２枚つなげる。 
    女子団体は校名を赤字にする。 

補員の名前も作成すること。（左から学校名、先鋒、次鋒、中堅、副将、大将の順） 
※５人に満たない場合は、次鋒→副将の順に空ける。 

             
 
 

 
（５） 団体戦のオーダー変更は認めない。ただし、補員は２人までとし、補員との交替について 

は、その都度試合前に必ず審判主任に連絡する。ただし、一度交替した選手の再出場は認 
めない。 

       （６）（５）の違反およびオーダー表通りに出場していない選手が試合を行った場合は、該当の 
          選手を負けとし、相手に２本与える。その後の試合に出場することはできない。 

（７）竹刀は、重さ・男子４４０ｇ 女子４００ｇ以上、長さ１１４㎝以内とする。つるの色は制
限しない。柄革は白色・無地のものに限る。 

（８）先の細すぎる竹刀は使用しない。先端部最少直径は男子25mm以上、女子24mm以上、ちくとう 
   最小直径は男子20mm以上、女子19mm以上とする。 

※竹刀の検量は８時５５分までにすること。 

● 

● 

中 

山 
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前 

 

川 

上

久

保 

大 

 

槻 

玉 

 

田 



（９）面紐の長さは結び目から４０センチメートル以下とする。また、結び目は適切な位置 
（面金の物見の高さ）で結ぶ。面乳皮は黒・紺色無地に限る。 

       （10）面金を黒塗りにした面など、通常の配色でない面の使用を禁止する。面乳革は、大きさ、色、
模様を含めて華美にならないように配慮し、色は黒色または紺色とする。 

       （11）つばは、色・模様を含めて華美にならないように配慮する。 
       (12) 足のサポーター・テーピング(足袋を含む)の使用について 
         〈日本中体連剣道部申し合わせ事項に準ずる。〉 

・医療上必要と認める場合に限り使用を認める。使用する場合には、届けた上で許可を得る 
こと。 

・肘や膝に使用する目的のサポーターなどを足首から踵やつま先まで使用したり、ゴムや革
及びすべり止めを底に貼ったものなどを使用したりすることを禁止する。 

・足指単一でのテーピングは届け出不要とする。 
       （13）剣道着の袖については危険防止の観点から肘が隠れる長さとし、縫い上げ等加工を 

しないこととする。 
（14）赤白の目印を持参すること。 
（15）学校名、校章等の刺繍やワッペン以外、剣道着の袖に付けたり、入れたりしない。 
   地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の場合は、その団体名のみを表記すること。 
（16）中学校名、個人名の名札を必ず垂の中央部につける。黒または紺地に白文字 
   とし、学校名（県名禁止）、または地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）名、 
   氏名を明記する。学校名の場合は「中」と表記（中等学校は、□□中等、 

○○義務学校は○○義務、など）すること。地域スポーツ団体等 
（地域クラブ活動）の場合は、その団体名等を表記すること。 
 チーム名は横書き、姓は縦書きとし、同姓の選手がいるときは、名前の 
頭文字をいれること。解釈として、別の選手であることが確認できること。 

（17）補助員……各校剣道部員 

（18）参加校は生徒のマナー向上についても事前に周知すること。 
        【申し合わせ事項】 
        ・役員の指示、指導に従うよう生徒に事前指導を徹底する。 
        ・ゴミの持ち帰りを徹底する。 
        ・不要物（各校のきまり等による）は持ち込まないよう指導を徹底する。 
        ・持ち物（特に貴重品）の管理は、各校で責任を持って行う。 

 ・会場でのマナーを守り、破損等のないように指導を徹底する。 

 

「警報発令時の対応」 

（１）特別警報が発令された、もしくはされている場合には、すべての競技は直ちに中止する。 

（２）大会当日午前７時現在、京都市地域に「暴風警報」が発令されている場合は、大会開催について剣道専

門部と京都市中体連・京都市中体連会長で開催について協議する。順延となった場合は、大会本部より

各ブロック専門委員長へ連絡し、ブロック毎に出場校へ連絡する。選手は自宅で待機すること。 

（３）大会開催中に「暴風警報」が発令された場合は、天気予報や現地の気象状況等に留意し、現地にとどま 

るか帰宅するかを剣道専門部と京都市中体連・京都市中体連会長とで協議・判断し、関係者に連絡する。 

（４）暴風警報発令の可能性がある場合は、剣道専門部と京都市中体連・京都市中体連会長で対応を協議し、

事前に関係者に連絡する。 

（５）その他の気象警報等に関しても、剣道専門部と京都市中体連・京都市中体連会長で協議し対応する。 

（６）台風等の状況を考慮し、事前に大会延期の判断を行う場合がある。その判断は、専門委員長、地元

中体連、大ブロック会長と協議した上で、京都府中体連本部が行う。 

（７）上記（１）～（６）の連絡は、府専門委員長から各ブロック委員長を通じ、参加各校・大会役員等へ 

連絡するものとする。 

 

※順延時の会場は、７月２９日（火）京都市立岡崎中学校を予定しています。 
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